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　写真4、写真5共にギターの第6弦である。見比べると一目瞭然
だが、写真4は6本セットで100円の弦。写真5は、1本で840円の
弦である。金額の差は弦を弾いたときの波の形に顕著に現れ
た。写真4は、エレキギターに使用される弦である。金額相応、そ
の品質にも大きく影響されているようだ。写真5の1本840円の弦
は表面に光沢がありワイヤーの巻き具合も均一で隙間無くしっか
り巻いてあるのが写真から分かる。
　写真4の1セット100円の弦は螺旋状に巻かれたワイヤーの一つ
一つの間隔がバラバラで、左斜め上から当たっている光源から
生まれる影が均等ではない。実際に弦を弾いた直後の振幅の様
子は以下の様になる。少し分かりにくいが、写真6の右から2番目
の弦を見て頂きたい。1セット100円の写真4の弦を弾いた瞬間だ
が、振幅している各幅が均一ではない。2重に見えているのは音
程にも影響を及ぼし少し濁った様な音であった。
　次に写真7を見て頂きたい。840円の写真5の弦を弾いた直後の
写真である。弦はすぐに安定を始め、音程も非常に安定して綺
麗な波形を描いた。
　以上の事から、弦の善し悪しを判定することも出来そうだ。そも
そもギター弦の断面構造は以下のようなになっている（図2）。
　弦の中心を6角形のスチール線が通りその周りをさらに細いス
チール線が螺旋状に幾重にも巻かれている。この6角形のス
チール線の角が螺旋状に巻いたスチール線に食い込み弛ま
せないようしている。こうする事で安定した音程を保つ事が出
来る。その巻き具合、材質は各社の音色のカラーとなってい
る。「minimanimation 1」での本来の目的はブラウン管の光に弦を
かざしその揺れ具合を楽しむ。と言う事が目的であった。しかし
「minimanimation 1」での弦の振幅の見え方はストロボ装置（照明
機器等の）を利用した弦の定在波の視覚確認とは比べ物になら
ないくらい視認性が高いため、インスタレーション的な展示以外
にも活用出来るのではないかと考えている。今後、走査線の周波
数を可変することで、現在の60hz以外の周波数でも確認出来る
様にしたい。
　以上、「NUAS ANIMA」における「minimanimation 1」の展示発
表内容及び、実験結果の報告とする。
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写真6：安価な弦の振動の様子
図2：ギター弦の断面構造
写真7：高価な弦の振動の様子
